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内
に
お
い
て
は
、
田
代
地
区
の

大
原
か
ら
入
り
、
池
田
地
区
を

へ
て
、
笑
喜
へ
進
ん
だ
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

宿
利
原
地
区
に
残
る
伝
統
芸

能
で
あ
る
棒
踊
り
も
こ
の
地
区

に
住
み
つ
い
た
平
家
の
落
人
が

源
氏
の
追
討
か
ら
身
を
守
る
た

め
用
い
ら
れ
た
踊
り
と
伝
え
ら

れ
て
お
り
、
現
在
で
も
保
存
会

を
中
心
に
、
同
地
区
の
小
中
学

生
な
ど
が
伝
承
し
て
い
ま
す
。

　

全
国
に
は
平
家
の
落
人
伝
説

と
し
て
色
々
、
地
域
に
残
っ
て

い
ま
す
が
、
苦
悩
し
な
が
ら
も

最
後
に
た
ど
り
着
い
た
場
所
で

笑
っ
て
喜
ん
だ
と
い
う
伝
説
は

あ
り
ま
せ
ん
。　

　

も
し
か
し
た
ら
、
開
聞
岳
に

沈
む
美
し
い
夕
陽
と
金
色
に
染

ま
っ
た
海
を
眺
め
、
今
ま
で
に

見
た
事
も
な
い
よ
う
な
素
晴
ら

し
い
景
色
に
出
会
え
、
思
わ
ず

笑
み
が
で
た
の
か
も
知
れ
ま
せ

ん
ね
。　

　

こ
れ
ま
で
、
平
家
の
落
人
に

つ
い
て
、
様
々
な
記
述
や
伝
説

な
ど
か
ら
掲
載
し
て
き
ま
し
た

が
、伝
説
や
記
述
・
史
跡
な
ど
と
、

地
名
や
小
字
を
照
ら
し
合
わ
せ

現
在
の
成
り
立
ち
に
繋
げ
て
み

る
と
、
普
段
生
活
し
て
い
る
地

域
が
ま
た
、
新
た
な
目
線
で
見

え
て
く
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
身
近
な
所
に
地
域
活
性

化
の
ヒ
ン
ト
が
眠
っ
て
い
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ま
で
、
６
回
に
渡
り
、

平
家
の
落
人
伝
説
を
掲
載
し
て

き
ま
し
た
が
、
掲
載
し
た
以
外

に
も
落
人
伝
説
や
史
跡
な
ど
あ

り
ま
し
た
ら
、
今
後
も
取
り
上

げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の

で
情
報
提
供
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
し
ま
す
。

　

来
月
（
広
報
錦
江
11
月
号
）

か
ら
は
、
錦
江
町
に
ま
つ
わ
る

島
津
家
に
つ
い
て
歩
ん
で
み
た

い
と
思
い
ま
す
。

　錦江町の歴史や言い伝え、昔の遊びや行事など、特集を組んで取り上げて行きたいと思います。町史や
各資料より調べ掲載していきますが、掲載した内容と違う見解の資料などありましたら、錦江町役場企画
課広報へご連絡下さい。錦江町の歴史や文化をひも解き、観光や地域づくりに繋げて行きたいと思います。
また、個人でお持ちの歴史的資料や写真、言い伝えなどありましたら、取材や調査に行きたいと思います
のでご連絡下さい。

【問い合わせ先】　錦江町役場 企画課　℡ 0994-22-3032

　

今
月
は
、
池
田
地
区
の
段
中

野
自
治
会
か
ら
北
西
方
向
に
向

か
い
宿
利
原
地
区
方
面
へ
歩
ん

で
み
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

宿
利
原
地
区
方
面
へ
の
平
家

の
落
人
伝
説
は
、
あ
ま
り
記
述

に
残
っ
て
お
ら
ず
、
確
証
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
大
根
占
町
誌
に

よ
る
と
、
宿
利
原
地
区
の
落
河
・

大
尾
・
笑
喜
も
平
家
の
落
人
集

落
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
伝
え
に
よ
る
と
田
代

地
区
の
大
原
か
ら
逃
げ
延
び
て

き
た
落
人
は
、
池
田
の
半
ヶ
石

を
通
り
、
段
中
野
か
ら
宿
利
原

地
区
の
命
苫
で
命
運
を
占
い
、

才
原
方
面
か
ら
山
や
谷
を
越

え
、
逃
げ
延
び
て
よ
う
や
く
海

が
見
え
、
笑
っ
て
喜
ん
だ
場
所

が
、
現
在
の
笑
喜
の
地
名
と
も

伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

錦
江
町
に
限
ら
ず
、
平
家
の

落
人
伝
説
が
残
る
場
所
は
、
深

い
山
合
い
の
場
所
で
沢
な
ど
を

伝
い
、
狩
り
を
し
な
が
ら
人
里

離
れ
た
場
所
で
暮
ら
し
て
い
た

記
述
が
多
く
、
地
名
や
字
名
、

記
述
や
伝
説
を
見
て
も
錦
江
町

大根占古図の一部

　
国
道
４４８ 号

国道２６９号（夕日ロード）

至 鹿屋市・垂水市

至 肝付町

広
域
農
道（
グ
リ
ー
ンロード）

根占山川フェリー

ネッピー館

松崎街区公園

特別養護老人ホーム
錦江園

岩崎公民館

笹原峠

うるし山湧水
　八山岳から神川へ流れ出る湧水

楠巨木・
イチョウ巨木

国道

県道

主要地方道

一般道(太)

一般道(細)

剣ヶ尾(標高499m)

仁王像

モミ巨木

重
岳

雄川

花瀬

大
藤
川

麓川

神ノ川

アジサイロード
盤山茶畑

木場岳（標高891m）
木場岳の深い森から
南大隅町横別府へ流れる湧水

稲尾神社
稲尾岳自然環境保全地域

雄川滝

錦江町役場

病院

吊り橋

宿利原
農村公園

池田団地農村公園

日本一の
夕日スポット

神ノ川大橋

鹿 

児 

島 
湾

（
錦  

江  

湾
）

湧水

GS

GS

GS

GS

▲

▲

鬼ヶ宇都(標高455m) ▲

荒西山
（標高834m）

八山岳
（標高940m）

イヌマキ巨木

森林公園
水遊び森林浴
スポット

横尾岳
（標高930m）

田代支所田代支所

椅
山
滝

横堀の岡

1：50,000

コウモリ
洞窟

大牟礼巨木自然林

文 神川小学校

文

文 田代小学校

池
田
小
学
校  

文

大根やぐら

文 

田
代
中
学
校

文 

錦
江
中
学
校

大
根
占
郵
便
局

南
部
消
防
署

大
根
占
小
学
校

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
青
山
荘

す
ず
し
ろ
の
里

錦
江
警
察
署

南大隅高校

南大隅町役場

宿
利
原
小
学
校 

文

鹿屋市

肝
付
町南大隅町

神川大滝公園

花
瀬
公
園

奥
花
瀬
マ
ス
釣
場

瀬
々
来
樹
館

カブトムシの森

大大

ブトムシの

錦錦
文大大南

花瀬大橋

剣剣ヶ尾(標高49
鬼ヶ宇都都 高455(標高

34m）高83高

00m）0m）

m）

総合運動公園

カワゴロモ

神川農村公園

大滝の茶屋

木
雄川雄川雄川

ウモリ
窟

小平温泉

旗山神社

ふるさと館

五郎ヶ元湧水
照葉樹から太平洋側へ
流れる湧水

六郎館岳
（標高754m）

四坂岳（標高745m）

稲尾岳（標高959m）

木場岳登山口 照葉樹の森
鹿児島県

ビジターセンター

文

大
原
小
学
校

①

②

③④

⑤

⑥

〜
錦
江
町
宿
利
原
地
区
〜

　
今
月
は
、「
大
根
占
町
誌
」
や
宿
利
原
地
区
の

方
か
ら
の
情
報
を
も
と
に
制
作
し
ま
し
た
。

【 

歴
史
か
ら
未
来
へ
導
く 

】

「
平
家
の
落
人
伝
説
を
歩
む
⑥
」


